
社
会
福
祉
援
助
技
術
論

三
〇

六
〇

社
会
福
祉
援
助
技
術
演
習

六
〇

六

児
童
相
談
所
等
運
営
論

三
〇

六
二

医
学
一
般

三
〇

六
二

法
学

三
〇

六
二

心
理
学

三
〇

六
〇

社
会
学

三
〇

六
〇

実
習

児
童
福
祉
現
場
実
習

一
八
〇

一
八
〇

児
童
福
祉
現
場
実
習
指
導

九
〇

一
八
〇

そ
の
他

必
修
科
目
又
は
そ
れ
以
外
の
科
目

四
二
〇

合
計

合
計
一
、
二
〇
〇

合
計
一
、
二
八
一

証

明

書

第

号

平
成

年

月

日
交
付

所

属

職

氏

名

都
道
府
県
知
事

右
の
者
は
、
児
童
福
祉
法
施
行
令
第
三
条
の
二
第

七
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
指
導
又

は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
を
行
う
職
員
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

児
童
福
祉
法
施
行
令
第
三
条
の
二

（
略
）

〜

（
略
）

都
道
府
県
知
事
は
、
法
及
び
こ
の
政
令
の
施
行

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な

限
度
で
、
指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
の
長
に

対
し
、
教
育
方
法
、
設
備
そ
の
他
の
事
項
に
関
し

報
告
を
求
め
、
若
し
く
は
指
導
を
し
、
又
は
当
該

職
員
に
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書

を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の

た
め
に
認
め
ら
れ
て
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な

い
。

・

（
略
）

別
記
様
式
第
十
五
号
様
式
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。

第
十
六
号
様
式
（
第
五
条
の
二
の
六
関
係
）

表

縦
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

裏

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

（
食
品
衛
生
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

食
品
衛
生
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
当
該
登
録
に
係
る
講
習
会
の
実
施
地
の
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
そ
の
登
録
講
習
会
の
実
施
地
の
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

（
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
大
蔵
省
、
法
務
庁
、
厚
生
省
、
農
林
省
令
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
百
五
十
五
条
」
を
「
第
二
百
五
十
四
条
」
に
、「
第
二
百
五
十
六
条
」
を
「
第
二
百
五
十
五
条
」に
、

「
第
二
百
五
十
八
条
」
を
「
第
二
百
五
十
七
条
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
九
条
第
一
号
中
「
主
た
る
事
務
所
」
を
「
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
（
行
政
庁
の
変
更
を
伴
わ

な
い
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
六
条
中
「
第
五
十
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
四
」
に
改
め
、「
地
方
厚
生
局
長
（
地
域
又
は
職

域
が
二
以
上
の
地
方
厚
生
局
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
組
合
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
。
第
二
百
三
条
に
お
い
て

同
じ
。）」
を
「
行
政
庁
」
に
改
め
る
。

第
二
百
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
百
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
五
十
条
の
十
四
第
一
項
」
を

「
第
五
十
条
の
十
四
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
条
第
一
項
中
「
第
五
十
条
の
十
四
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
十
四
」
に
、「
地
方
厚
生
局
長
」
を
「
行

政
庁
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
地
方
厚
生
局
長
」
を
「
行
政
庁
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
五
条
を
削
り
、
第
二
百
五
十
六
条
を
第
十
章
中
第
二
百
五
十
五
条
と
し
、
第
二
百
五
十
七
条
を
第
二

百
五
十
六
条
と
し
、
第
二
百
五
十
八
条
を
第
二
百
五
十
七
条
と
す
る
。

（
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
九
条
の
二
」
を
「
第
三
十
九
条
」
に
、「
第
四
十
三
条
の
三
」
を
「
第
四
十
三
条
の
四
」
に
改
め

る
。第

三
十
九
条
の
二
を
削
る
。

第
四
十
三
条
第
二
項
中
「
、
第
二
十
二
条
の
四
の
二
中
「
場
合
で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
が
法
第
二
十

三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
措
置
を
採
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
場

合
」
と
」
を
削
り
、「「
管
理
者
」
を
「
、「
管
理
者
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
第
五
条
の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
二
十
四
第
一
項
」
に
改
め
、「
及
び
第

五
号
に
掲
げ
る
権
限
（
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項

た
だ
し
書
、
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
三
条
第
一
項
及
び
第

六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
一
条
の
三
」
を
「
第
七
十
一

条
の
四
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条
の
二
十
三
第
二
項
」を「
第

五
条
の
二
十
四
第
二
項
」
に
改
め
、「
及
び
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
を

第
四
十
三
条
の
四
と
す
る
。

備
考

指
定
施
設
（
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
施
設
）
に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事
し
た
後
、
入

所
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
現
場
実
習
指
導
及
び
児
童
福
祉
現
場
実
習
指
導
の
履
修
を
免
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

講
習
会
の
受
講
終
了
時
ま
で
に
、
指
定
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
相
談
援
助
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
も
同
様

と
す
る
。


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